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１９８８年（昭和６３年） ５月 名鉄グループと全日本空輸㈱との合同出資により会社設立（資本金1億円）。

１９８９年（平成　元年） １０月 オランダ、フォッカー社とフォッカー50の購入契約締結。

１９９０年（平成　２年） ９月 資本金2億円に増資。

１９９１年（平成　３年） ４月 不定期航空運送事業免許取得。

名古屋～富山線、美保（米子）線の二地点間旅客輸送運航開始（名古屋～富山：平成16年10月まで運航）。

その後、二地点間旅客輸送として順次路線を拡大。

　 ６月 資本金3億円に増資。

１９９２年（平成　４年） ９月 フォッカー50の２号機導入。

１９９５年（平成　７年） １２月 フォッカー50の３号機導入。

１９９９年（平成１１年） １１月 指定本邦航空運送事業者指定。

２０００年（平成１２年） ２月 国内定期航空運送業免許取得。

２００２年（平成１４年） １月 フォッカー50の４号機導入。

　 ４月 名古屋～成田線の運航開始（ANAとの共同運航）。ＡＮＡ Connectionの開始。

２００４年（平成１６年） ４月 フォッカー50の整備改造及び整備検査事業所認定。

　 １０月 本店の所在地を愛知県西春日井郡豊山町から愛知県常滑市に変更。

　 １１月 資本構成を全日空55％、名鉄45％に変更。

２００５年（平成１７年） ２月 商号を中日本エアラインサービス㈱からエアーセントラル㈱に変更。名古屋空港から中部国際空港に移転。

全日空等との運送の共同引き受け開始（全便ANA便）。

ボンバルディアDHC8-Q400(Q400)型機の1号機を導入し、中部～松山線の運航開始。

　 １２月 資本構成を全日空86.7％、名鉄13.3％に変更。

２００６年（平成１８年） １月 伊丹空港に乗り入れ開始。Q400にて伊丹～新潟線、松山線の運航開始。

２００７年（平成１９年） ２月 航空機使用事業許可取得。

フォッカー５０型機完全退役。

資本構成を変更。全日空の100％完全子会社化。

３月 資本金を5千万円に減資。
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